
平成27年 2月12日

湯沢砂防事務所安全・施工研究発表会を開催し、
現場での実践事例を発表しました。

「安全・施工研究発表会」は、湯沢砂防事務所が発注した工事現場の技術者が、安
全かつ効率的で品質の高い施工のため、自ら発案・実施した成果や内容を発表する
事により、工事関係者全体のレベルアップを図る事を目的に開催しています。

今年度は、２月５日(木)午後、湯沢公民館において、応募総数３３編から選定された、
安全管理部門、施工部門の各５編を、論文執筆者の皆様に発表いただき、工事の現
場技術者や近隣行政機関職員ら約１７０名の方に聴講していただきました。

発表終了後、岡本選考委員長（全国治水砂防協会理事長・砂防学会長）と地域有識
者５名からなる選考委員が発表内容等を審査し、最優秀論文各１編を選定し、表彰し
ました。（最優秀論文は、安全管理部門：富士野敏之さん、施工部門：福原清二さん）
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